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写真

第
二
回 
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
一
回 
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト



2

東
北
お
遍
路
巡
礼
地
に
つ
い
て

　

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
害

を
受
け
た
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
ま
で
の
沿
岸
地
域
に
、
慰
霊
と
鎮
魂
の
道
を
作
ろ
う
と
、

2
0
1
1
年
9
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
四
国
遍
路
が
1
3
0
0
㎞
あ
る
の
に
対
し
、
リ
ア
ス
式
の
海
岸
を
ゆ
く

東
北
お
遍
路
は
1
7
0
0
㎞
の
道
の
り
と
な
り
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
は
「
千
年
先
ま
で
も
語
り
継
ぎ
た
い
津
波
の
被
災
地
」
を
公
募
。
以
来
、
集
ま
っ
て
き
た
候

補
地
を
3
年
か
け
て
メ
ン
バ
ー
が
現
地
を
訪
問
し
て
検
証
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
絞
り
込
ま
れ
た
1
0
5
ヵ
所

の
候
補
地
を
、
有
識
者
に
よ
る
創
生
委
員
会
を
経
て
、
2
0
1
5
年
2
月
に
53
ヵ
所
の
「
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
」

と
し
て
発
表
し
、
翌
年
に
10
ヵ
所
を
追
加
、
現
在
63
ヵ
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
北
は
幾
度
も
津
波
の
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
災
害
を
経
て
あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と
は
、

「
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
最
大
の
防
災
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
千
年
先
ま
で
語
り
継
ぎ
た
い
物
語
を
見
出
し
て
「
こ
こ
ろ
の
み
ち
の

物
語
」
と
し
て
発
信
す
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
被
災
地
の
「
今
」
を
切
り
取
る
「
東
北
お
遍
路
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
大
切
な
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
被
災
地
へ
の
誘
客
と
い
う
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
民
族
や
宗
教
を
越
え
た
多
く
の
方
々
に
巡
礼
地
を
辿
っ
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
東
北
の
海
岸
線
に
一
本

の
祈
り
の
道
が
で
き
れ
ば
、
辛
く
て
も
前
向
き
に
生
き
た
私
た
ち
の
震
災
の
記
憶
が
、
千
年
先
に
も
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
北
の
各
被
災
地
が
連
携
し
て
、
経
済
的
・
文
化
的
に
自
立
・

発
展
で
き
る
復
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻 

香
織

目
次

第
1
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
金
子 

兜
太 

選
　［ 

入
選
15
句 

］	

4

　
黒
田 

杏
子 

選
　［ 

入
選
15
句 

］	

6

　
夏
井 

い
つ
き 

選
　［ 

入
選
15
句 

］	

8

　
応
募
作
品
百
句	

10

第
2
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
審
査
員
講
評
［ 

最
優
秀
・
優
秀
賞 

］	

14

　
佳
作
作
品	

18

当
選
者
発
表	

19

第
2
回 

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

／ 

第
1
回 

東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

　

2
0
1
7
年
4
～
8
月
に
第
2
回
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と
第
1
回
東
北
お
遍
路
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
写
真
の
部
に
44
名
1
5
4
点
、

俳
句
の
部
に
2
5
7
名
1
2
9
2
句
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
写
真
、
俳
句
と
も
「
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
に
ま
つ
わ
る
も
の
」
と
い
た
し
ま
し

た
。
実
は
東
北
お
遍
路
は
よ
う
や
く
巡
礼
地
が
63
ヵ
所
定
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
時
期
尚
早
か
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
被
災
地
に
足
を
運
ば
れ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
、
あ
る
い
は
句
を
詠
ん
だ
様

子
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
多
く
の
作
品
に
出
合
え
た
こ
と
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
す
る
者
に
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

写
真
は
9
月
27
日
、
審
査
員
4
名
、
斎
藤 

康
一
氏
（
写
真
家
）、
青
柳 

健
二
氏
（
写
真
家
）、

結
城 

登
美
雄
氏
（
民
俗
研
究
家
・
東
北
お
遍
路
創
生
委
員
）、
新
妻 

香
織
（
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
）
が
仙
台
市
に
会
し
、
厳
正
な
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
を
今
回
初
め
て
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
予
算
も
あ
ま
り
な
く
、
投
句
料

も
頂
か
な
い
コ
ン
テ
ス
ト
ゆ
え
、
選
者
を
ど
う
す
る
か
は
頭
の
痛
い
問
題
で
し
た
。
30
年
以
上
前
の

細
い
縁
を
頼
っ
て
黒
田
杏
子
氏
に
お
電
話
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
選
者
を
快
諾
頂
く
だ
け
で
な
く
、

金
子
兜
太
氏
、
夏
井
い
つ
き
氏
に
も
お
つ
な
ぎ
下
さ
り
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
東
北
お
遍
路
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
被
災
地
で
家
族
や
学
友
を
亡
く
し
た
人
も
多
い
福
島
県
立
新
地
高
校
が
全
校
で
参
加
下

さ
っ
た
こ
と
も
、
私
た
ち
に
は
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
北
お
遍
路
写
真
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
立
派
な
応
援
団
を
得
て
、
ま
す
ま
す
盛
り

上
が
り
を
み
せ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
回
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
一
回

金
子 

兜
太 

氏  

選
評

　

臨
場
感
の
あ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
存
在
感
の
あ
る
句
が
多
く
感
心
し
た
。
実
際
に
現
地
を
訪
ね
、
吟
行
し

た
り
し
て
作
品
化
し
た
と
思
わ
れ
る
句
に
出
合
え
た
こ
と
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
十
五
句
そ
れ
ぞ
れ

に
味
わ
い
と
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
、
天
・
地
・
人
な
ど
の
順
位
を
付
け
る
必
要
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
俳
句
大
会
を
企
画
さ
れ
た
人
々
の
情
熱
に
敬
意
を
表
す
る
。
こ
の
大
会
に
選
者
と
し
て
参
加

で
き
た
こ
と
は
百
歳
に
向
か
う
俳
人
の
私
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
主
催
者
に
感

謝
し
て
い
る
。

天地人入
選

渚
み
な
玉
石
ば
か
り
盆
の
波

福
島
を
フ
ク
シ
マ
と
呼
び
原
発
忌

野
遊
び
の
子
に
飴
や
っ
て
遍
路
行
く

盆
休
み
ひ
さ
い
地
訪
れ
死
者
思
う

こ
の
花
火
観
て
い
て
ほ
し
い
亡
き
人
も

鈴
木 

睦
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

81
歳
）

堀
川 

卓
郎
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

関
口 

芳
男
（
栃
木
県
日
光
市 

59
歳
）

荒 
大
和
（
福
島
県
新
地
町 

16
歳
）

海
老
沢 

法
導
（
宮
城
県
仙
台
市
）

青
嵐
高
き
梢
に
残
る
ブ
イ	

佐
藤 

雅
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

73
歳
）

月
命
日
の
捜
索
の
舟
山
背
吹
く	

大
信
田 

宏
子
（
岩
手
県
滝
沢
市 

69
歳
）

桜
見
て
見
知
ら
ぬ
人
に
見
送
ら
れ	

半
田 

真
理
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

潮
焼
の
松
川
浦
の
若
漁
師	

渡
部 

健
（
千
葉
県
多
古
町 

63
歳
）

御
霊
来
よ
浄
土
ヶ
浜
は
秋
の
凪	

田
代 

フ
サ
エ
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市 

83
歳
）

み
ち
の
く
や
風
に
ち
ぎ
れ
て
鉦
叩	

齋
藤 

伸
光
（
宮
城
県
仙
台
市
）

た
だ
海
を
見
つ
め
黙
礼
巡
礼
地	

松
原 

美
幸
（
北
海
道
札
幌
市
）

海
原
の
続
き
は
地
面
椿
東
風	

中
島 

理
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

海
霧
や
丸
き
石
積
み
供
養
唄	

阿
部 

ゆ
き
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

慰
霊
碑
に
あ
の
人
み
つ
け
野
菊
供
え	

新
妻 

徳
善
（
福
島
県
相
馬
市　

87
歳
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
一
回

黒
田 

杏
子 

氏  

選
評

天地

避
難
所
は
と
て
も
寒
く
て
こ
わ
か
っ
た

瑞
巌
寺
さ
ま
の
毛
虫
に
ま
づ
会
ひ
ぬ

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
記
憶
。
そ
れ
を
作
品
に
し
て
提
出
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
感
動
し
ま
し
た
。
寒
く

て
こ
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
で
す
。

名
古
屋
か
ら
松
島
に
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
名
高
い
瑞
巌
寺
に
辿
り
つ
い
て
、ま
ず
出
会
っ
た
の
が
毛
虫
。

実
に
愉
し
い
句
で
す
。
そ
の
毛
虫
の
色
や
大
き
さ
忘
れ
ま
せ
ん
ね
一
生
。

山
崎 

有
姫
（
福
島
県
新
地
町 

16
歳
）

近
藤 

愛
（
愛
知
県
名
古
屋
市 

44
歳
）

人入
選

海
底
に
眠
る
方
た
ち
に
、
持
参
の
お
に
ぎ
り
を
一
つ
沈
め
る
。
二
十
日
盆
の
季
語
が
と
て
も
効
い
て
い
ま
す
。

死
者
と
生
者
が
共
に
お
に
ぎ
り
を
介
し
て
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

普
通
は
草
を
刈
っ
て
、
盆
路
を
と
と
の
え
る
の
で
す
が
、
そ
の
海
辺
一
帯
更
地
で
草
一
本
見
当
た
ら
な
い
。
し

か
し
、
戻
っ
て
く
る
子
の
た
め
に
、
や
は
り
盆
の
路
を
作
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
心
に
沁
み
る
一
行
で
す
。

山
口
の
方
が
は
る
ば
る
み
ち
の
く
へ
。
海
原
と
松
。
こ
の
の
ち
の
歳
月
を
想
っ
て
、
ま
た
松
の
木
を
植
え
る
。

そ
の
植
樹
に
は
祈
り
が
あ
り
、
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
…
。

に
ぎ
り
め
し
一
つ
は
海
へ
二
十
日
盆

帰
ら
ぬ
子
に
更
地
な
れ
ど
も
盆
の
路

松
植
ゑ
て
祈
る
こ
と
ま
た
願
ふ
こ
と

木
村 

燿
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

83
歳
）

合
田 

マ
サ
ル
（
大
阪
府
堺
市 

78
歳
）

松
本 

利
幸
（
山
口
県
光
市 

68
歳
）

五
度
の
春
経
て
吾
子
の
顎
骨
い
ま
帰
る	

桑
原 

秀
美
（
福
島
県
郡
山
市
）

津
波
よ
り
の
が
れ
し
人
に
燕
来
る	

宮
沢 

歌
子
（
栃
木
県
小
山
市 

77
歳
）

み
ち
の
く
の
大
き
マ
ス
ク
の
秋
遍
路	

菅
谷 

英
美
子
（
北
海
道
帯
広
市 

75
歳
）

津
波
跡
佇
む
夏
の
遍
路
か
な	

竹
内 

生
子
（
愛
媛
県
松
山
市 

66
歳
）

被
災
地
の
海
を
旅
す
る
花
の
束	

及
川 

和
山
（
岩
手
県
遠
野
市 

91
歳
）

逝
き
し
者
花
屑
と
な
り
み
ん
な
ゐ
る	

高
村 

龍
彦
（
宮
城
県
大
和
町 

65
歳
）

七
年
目
の
稲
の
香
重
機
音
絶
え
ず	

林 

美
佐
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

水
漬
き
た
り
し
町
よ
大
漁
旗
炎
ゆ
る	

二
階
堂 

光
江
（
岩
手
県
盛
岡
市 

63
歳
）

土
用
波
小
さ
き
ち
い
さ
き
献
花
台	

佐
野 

享
保
（
宮
城
県
大
崎
市 

69
歳
）

お
遍
路
の
お
国
言
葉
や
赤
の
ま
ま	

村
田 

加
寿
子
（
青
森
県
八
戸
市 

66
歳
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
一
回

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

天地

逝
き
し
者
花
屑
と
な
り
み
ん
な
ゐ
る

瑞
巌
寺
さ
ま
の
毛
虫
に
ま
づ
会
ひ
ぬ

亡
く
な
っ
た
方
々
を
花
の
こ
ろ
に
想
わ
れ
る
句
で
す
ね
。
今
は
姿
も
形
も
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
一
人
一
人
が
足

元
に
集
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
。
季
語
が
「
落
花
」
の
傍
題
「
花
屑
」
で
あ
る
こ
と
も
想
い
を
深
く
し
ま
す
。

「
さ
ま
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
瑞
巌
寺
へ
の
尊
崇
の
念
が
現
れ
て
い
ま
す
。
出
迎
え
て
く
れ
る
一
匹
の
毛
虫
に
も

親
し
み
と
尊
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
参
道
を
奥
へ
奥
へ
と
辿
る
作
者
の
歩
み
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
村 

龍
彦
（
宮
城
県
大
和
町 

65
歳
）

近
藤 

愛
（
愛
知
県
名
古
屋
市 

44
歳
）

入
選

案
内
図
に
遺
る
教
会
つ
く
つ
く
し	

佐
野 

享
保
（
宮
城
県
大
崎
市 

69
歳
）

ガ
ラ
ス
無
き
校
舎
は
黒
し
春
の
雨	

松
下 

洋
介
（
大
阪
府
和
泉
市 

73
歳
）

八
千
貫
の
津
波
巨
石
や
雁
来
紅	

石
橋 

い
ろ
り
（
東
京
都
小
平
市 

58
歳
）

新
任
地
は
女
川
役
場
夏
日
向	

厨 

恵
子
（
埼
玉
県
所
沢
市　

67
歳
）

こ
こ
遺
体
安
置
所
跡
地
夏
の
蝶	

迪
方 

温
峇
（
神
奈
川
県
横
浜
市 

40
歳
）

白
蝶
や
し
づ
け
さ
の
百
三
十
段	

久
保
田 

聡
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

蕪
島
祭
神
楽
に
怒
涛
せ
ま
り
く
る	

小
笠
原 

聖
子
（
青
森
県
八
戸
市 

77
歳
）

防
潮
堤
高
し
盛
夏
の
沖
し
づ
か	

池
添 

怜
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

78
歳
）

小
鳥
来
る
月
命
日
の
津
波
の
碑	

曽
根 

新
五
郎
（
東
京
都
新
島
村 

62
歳
）

雪
が
降
り
青
か
っ
た
海
を
黒
く
す
る	

櫻
井 

亜
海
（
福
島
県
相
馬
市 

15
歳
）

人

海
の
底
か
ら
咲
き
乱
れ
る
花
の
奥
へ
も
月
が
輝
い
て
い
る
光
景
に
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
生
き
て
い
る
も

の
へ
の
温
か
い
眼
差
し
が
溢
れ
て
い
ま
す
。「
満
ち
」
が
想
い
を
溢
れ
さ
し
て
い
ま
す
ね
。

ゆ
ら
め
く
陽
炎
に
一
瞬
見
え
た
か
の
よ
う
な
誰
か
の
手
で
し
ょ
う
。
出
来
れ
ば
そ
の
手
を
握
り
引
き
戻
し
た

い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
た
の
か
。
静
け
さ
の
中
に
合
わ
す
祈
り
の
手
で
す
。

な
ん
と
率
直
な
言
葉
で
し
ょ
う
か
。
同
行
の
誰
か
に
囁
い
て
い
る
の
か
、
或
い
は
、
秋
の
燕
に
囁
い
て
い
る

の
か
。
秋
の
燕
は
来
年
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
の
で
す
。

海
の
底
に
月
花
の
奥
に
も
月
の
満
ち

陽
炎
の
中
に
手
が
見
ゆ
手
を
合
は
す

秋
つ
ば
め
こ
こ
ま
で
水
が
来
ま
し
た
よ

半
田 

真
理
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

太
田 

す
な
ほ
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

梅
田 

昌
孝
（
愛
知
県
名
古
屋
市 

64
歳
）
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応
募
作
品
百
句

津
波
き
て
目
ざ
め
て
判
る
原
爆
忌	

木
下 

將
人

ず
た
ず
た
の
校
舎
遺
構
と
萩
す
す
き	

松
原 

美
幸

月
今
宵
ひ
と
り
二
人
と
送
り
終
え	

松
原 

美
幸

日
雷
ひ
た
す
ら
逃
げ
ろ
津
波
の
碑	

鈴
木 

莉
花
（
76
歳
）

社
な
き
蕪
嶋
照
ら
す
秋
の
月	

鈴
木 

洋
子
（
74
歳
）

あ
り
が
た
い
大
地
に
足
を
つ
け
て
夏	

熊
谷 

順
子
（
65
歳
）

半
夏
生
観
音
様
の
目
は
涼
し	

小
松 

紀
子
（
66
歳
）

風
紋
と
震
災
遺
構
夏
果
て
ぬ	

豊
島 

喜
美
子
（
61
歳
）

森
ま
で
も
削
り
取
り
た
る
海
晩
夏	

豊
島 

喜
美
子
（
61
歳
）

電
車
来
な
い
駅
舎
と
な
り
ぬ
曼
珠
沙
華	

菊
池 

留
美
子
（
69
歳
）

生
身
魂
戦
争
の
こ
と
地
震
の
こ
と	

木
村 

燿
子
（
83
歳
）

月
見
草
灯
し
浜
辺
の
供
花
と
す	

藤
田 

美
江
（
77
歳
）

生
き
て
さ
へ
い
れ
ば
真
夏
の
湾
歪
む	

二
階
堂 

光
江
（
63
歳
）

老
鶯
や
瓦
礫
閉
じ
込
む
展
望
台	

菊
地 

十
音
（
82
歳
）

浜
蘭
や
疎
開
せ
し
家
あ
っ
た
道	

南 

そ
の
子
（
70
歳
）

名
月
や
一
本
松
と
人
達
と	

及
川 

リ
ウ
子
（
78
歳
）

秋
遍
路
訪
ね
て
拝
む
久
慈
ケ
ル
ン	

松
谷 

柚
子
坊
（
75
歳
）

亡
き
人
の
顔
雲
に
な
り
海
に
舞
う	

笹
谷 

由
夫
（
71
歳
）

悔
し
さ
を
感
謝
に
変
え
る
遍
路
道	

南
部 

努

三
陸
や
共
に
歩
も
う
春
の
雪	

海
老
沢 

法
導

三
月
の
海
へ
鐘
突
く
日
和
山	

小
野
寺 

雅
美

畏
友
帰
れ
み
ち
び
き
地
蔵
に
手
を
引
か
れ	

佐
々
木 

三
太
郎
（
73
歳
）

蝉
時
雨
石
段
に
海
か
え
り
み
る	
佐
藤 

涼
子

月
命
日
日
和
山
よ
り
海
拝
む	
片
山 

白
梅
（
64
歳
）

津
波
襲
う
普
誓
寺
に
永
眠
る
祖
父
母
ら
も	

片
山 
白
梅
（
64
歳
）

新
涼
の
碧
き
潮
あ
び
五
大
堂	

金
子 
カ
ナ
子
（
82
歳
）

蕪
嶋
の
大
鳥
居
に
も
や
ま
せ
来
ぬ	

菅
原 

耕
（
66
歳
）

は
じ
め
て
の
遠
足
む
こ
う
の
干
潟
ま
で	

山 

あ
つ
子
（
62
歳
）

錆
き
つ
た
避
難
手
す
り
に
盆
の
月	

林 

美
佐
子
（
78
歳
）

防
潮
堤
の
中
に
寺
あ
り
梅
の
咲
く	

山
内 

伸
一
（
73
歳
）

被
災
地
の
浜
街
道
や
萩
の
花	

高
橋 

幸
子
（
85
歳
）

遍
路
み
ち
巡
礼
し
て
み
る
東
北
で	

武
田 

良
子
（
75
歳
）

道
路
の
見
聞
重
ね
遍
路
か
な	

笹
谷 

由
夫
（
71
歳
）

夏
の
海
蘇
生
の
ピ
ア
ノ
鳴
り
に
け
り	

八
島 

敏
（
71
歳
）

新
酒
酌
む
酔
え
ば
八
戸
小
唄
か
な	

安
達 

英
雄
（
76
歳
）

春
霙
鎮
魂
の
音
に
地
が
芽
吹
き	

渡
邉 

里
弥
（
36
歳
）

あ
っ
け
な
く
遺
品
か
た
づ
く
朧
月	

齋
藤 

伸
光	

夕
桜
ふ
た
た
び
逢
え
ぬ
人
の
夢	

川
村 

聰
（
74
歳
）

ひ
っ
そ
り
と
勿
来
の
関
や
蝉
時
雨	

高
橋 

さ
と
か
（
67
歳
）

時
雨
忌
の
沖
の
明
る
き
瑞
巌
寺	

山
本 

一
史
（
79
歳
）

山
門
を
潜
る
母
娘
の
遍
路
杖	

富
樫 

文
子
（
93
歳
）

わ
が
家
に
は
二
度
と
も
ど
れ
ぬ
こ
の
つ
ら
さ	

庄
子 

源
六
（
80
歳
）

龍
の
目
や
白
砂
青
松
今
い
ず
こ	

木
村 

き
よ
み
（
92
歳
）	

	

初
雲
雀
か
す
か
に
海
の
慰
霊
の
碑	

渡
辺 

み
つ
子
（
67
歳
）

慰
霊
碑
に
ひ
ざ
ま
づ
く
か
な
揚
雲
雀	

佐
藤 

和
子
（
74
歳
）

刻
ま
れ
し
名
の
尊
さ
よ
春
立
ち
て	

佐
藤 

和
子
（
74
歳
）

楼
門
の
七
番
札
所
法
師
蝉	

西
内 

俊
和
（
71
歳
）

事
故
炉
建
つ
軍
用
地
跡
敗
戦
日	

三
瓶 

美
月
（
75
歳
）

寄
せ
仏
百
を
数
え
し
冬
日
か
な	

松
井 

和
子
（
69
歳
）

村
ひ
と
つ
津
波
に
呑
ま
れ
揚
雲
雀	

小
林 

久
美
子
（
68
歳
）

長
堤
の
途
切
れ
一
浦
沖
朧	

高
木 

悠
悠
（
86
歳
）

母
と
娘
と
白
砂
を
た
ど
る
虹
二
重	

杉
本 

田
鶴
子
（
65
歳
）

原
発
の
い
じ
め
な
く
そ
う
全
国
に	

櫻
井 

尚
哉
（
16
歳
）

な
き
人
に
想
い
を
語
る
灯
篭
流
し	

佐
藤 

優
希
（
16
歳
）

蛍
飛
び
一
つ
の
光
追
い
か
け
た	

伏
見 

若
菜
（
16
歳
）

盆
の
夜
に
集
ま
る
鎮
魂
な
つ
か
し
む	

荒 

竜
誠
（
15
歳
）

■	

北
海
道

■	

青
森

■	

岩
手

■	

山
形

■	

宮
城

■	

福
島

■	

秋
田
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秋
の
潮
堤
防
細
き
線
を
描
き	

木
寺 

洋
子
（
62
歳
）

う
み
ね
こ
も
我
も
命
の
一
つ
の
み	

齋
藤 

理
津
子
（
38
歳
）

波
越
さ
ぬ
末
の
松
山
秋
の
月	

安
田 

清
一	

原
発
や
夏
草
茂
る
請
戸
浜	

渡
部 

健
（
63
歳
）

被
災
地
の
海
の
青
さ
よ
蛇
苺	

増
田 

信
雄
（
79
歳
）

行
け
ど
海
行
け
ど
山
々
遍
路
道	

太
田 

す
な
ほ	

月
よ
み
の
光
に
ね
ま
る
秋
遍
路	

太
田 

す
な
ほ	

短
冊
に
願
ひ
さ
ま
ざ
ま
星
涼
し	

厨 

惠
子
（
67
歳
）

待
た
る
る
は
浜
の
み
ち
の
く
秋
遍
路	

矢
部 

保
雄
（
65
歳
）

み
ち
の
く
の
女
遍
路
の
日
傘
か
な	

穴
澤 

秋
彦
（
61
歳
）

春
雷
や
松
を
龍
へ
と
変
へ
し
波	

久
保
田 

聡	

遍
路
杖
馴
染
み
し
頃
ぞ
鰯
雲	

二
藤 

覺
（
80
歳
）

原
発
も
核
も
要
ら
ず
と
原
爆
忌	

幅 

茂	

し
ば
ら
く
は
秋
蝶
に
つ
い
て
い
き
ま
す	

梅
田 

昌
孝
（
64
歳
）

天
瓜
粉
匂
は
す
老
女
遍
路
道	

山
野 

拓
郎	

震
災
後
東
北
の
方
お
げ
ん
き
で	

川
崎 

喜
久
江
（
79
歳
）

物
言
わ
ぬ
龍
の
松
あ
り
盆
の
月	

有
瀬 

こ
う
こ	

命
日
の
同
じ
卒
塔
婆
や
涅
槃
西
風	

有
瀬 

こ
う
こ	

眼
裏
に
あ
り
フ
ク
シ
マ
の
夏
祭	

有
瀬 

こ
う
こ	

震
災
の
大
地
に
立
ち
て
祈
る
秋	

河
田 

祐
一
（
79
歳
）

友
四
人
言
葉
少
な
く
春
遍
路	

松
下 

洋
介
（
73
歳
）

行
く
年
や
平
凡
す
ぎ
る
あ
り
が
た
さ	

松
下 

洋
介
（
73
歳
）

気
仙
沼
復
興
市
場
日
の
盛
り	

日
下
部 

君
代
（
73
歳
）

一
本
松
生
れ
し
松
原
遍
路
道	

和
田 

千
明	

母
に
似
る
老
女
の
な
ま
り
余
花
の
寺	

森
本 

美
和
（
72
歳
）

み
ち
の
く
や
千
年
先
も
蝉
時
雨	

木
俵 

奈
美
（
55
歳
）

手
を
合
は
す
み
ち
び
き
地
蔵
蝉
時
雨	

木
俵 

奈
美
（
55
歳
）	

鎮
魂
の
遍
路
の
旅
で
あ
り
し
か
な	

竹
内 

生
子
（
66
歳
）

除
夜
の
鐘
祈
り
千
年
中
尊
寺	

田
島 

直
人
（
50
歳
）

あ
つ
す
ぎ
る
ア
ク
ア
マ
リ
ン
に
行
っ
て
く
る	

星
野 

祐
樹
（
15
歳
）

震
災
は
二
度
と
こ
な
い
で
お
願
い
だ	

藤
田 

遥
香
（
16
歳
）

高
い
波
街
も
笑
顔
も
連
れ
去
っ
て	

青
田 

穂
乃
華
（
15
歳
）

夜
桜
の
静
ま
り
返
る
星
の
数	

東 

宏
斗
（
16
歳
）

年
重
ね
あ
の
日
の
事
は
忘
れ
ず
に	

佐
藤 

楓
華
（
16
歳
）

ど
こ
に
い
る
君
を
探
し
て
海
の
中	

齋
藤 

志
帆
（
17
歳
）

雪
と
け
て
ふ
と
思
い
出
す
六
年
前	

今
村 

あ
ゆ
美
（
17
歳
）

大
波
に
洗
わ
れ
し
故
里
蝉
時
雨	

新
谷 

公
男
（
67
歳
）

山
百
合
や
勿
来
の
関
に
句
碑
多
し	

吉
川 

穣	
夏
霧
に
覆
わ
れ
て
立
つ
塩
屋
崎	

岡
村 

昱
生	

隧
道
に
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
春
氷	

織
田 

亮
太
郎	

大
熊
の
海
山
川
よ
鰯
雲	

佐
藤 

香
澄
（
67
歳
）

夜
は
美
し
き
も
の
よ
相
馬
の
盆
踊	

佐
藤 

香
澄
（
67
歳
）

転
勤
の
ふ
く
し
ま
浪
江
父
の
春	

木
村 

誠
一
（
79
歳
）

福
島
の
復
興
祈
願
去
年
今
年	

木
村 

誠
一
（
79
歳
）

月
天
心
奇
蹟
の
一
本
松
も
独
り	

井
坂 

南
瑞
子
（
77
歳
）

尋
ね
来
て
野
山
も
み
ど
り
安
堵
す
る	

三
橋 

昭
子
（
90
歳
）

閖
上
の
漁
港
に
求
む
夏
の
ジ
ャ
コ	

鈴
木 

美
江
子
（
78
歳
）

天
辺
の
石
に
石
積
む
雲
の
峰	

曽
根 

新
五
郎
（
62
歳
）

初
旅
の
末
の
松
山
宝
国
寺	

曽
根 

新
五
郎
（
62
歳
）

悲
し
み
に
想
い
馳
せ
る
は
芽
吹
く
松	

若
槻 

泰
治	

ひ
ば
り
さ
ん
歌
声
永
久
に
春
岬	

渡
辺 

行
子
（
72
歳
）

み
ち
の
く
へ
巡
礼
に
出
る
夏
期
休
暇	

永
井 

潮
（
80
歳
）

水
澄
み
て
ウ
ミ
ネ
コ
の
声
聞
く
大
樹	
石
橋 

い
ろ
り
（
58
歳
）

海
猫
の
子
の
遊
ぶ
石
段
蕪
の
島	
あ
ん
ぽ 

ふ
み
こ
（
69
歳
）

み
ち
の
く
の
お
遍
路
め
ざ
す
雲
雀
か
な	
阿
部 
正
（
62
歳
）

村
は
大
人
の
声
ば
か
り
遍
路
道	

窪
田 
惠
子
（
72
歳
）

秋
ふ
か
し
松
島
守
り
し
小
島
達	

古
山 

智
也
子
（
81
歳
）

■	

茨
城

■	

東
京

■	

栃
木

■	

熊
本

■	

愛
媛

■	

高
知

■	

和
歌
山

■	

三
重

■	

大
阪

■	

京
都

■	

岐
阜

■	

愛
知

■	

静
岡

■	

神
奈
川

■	

埼
玉

■	

千
葉

■	

新
潟
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東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回

審
査
員
講
評

❖ 

齋
藤 
康
一
〔 

写
真
家 

〕

	
 　

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年
は
「
東
北
全
般
」
を
対
象
に
写
真
を
集
め
、
今
年
の
第
2
回
は
「
東
北

お
遍
路
に
ま
つ
わ
る
写
真
」に
限
定
し
ま
し
た
が
、幅
広
く
作
品
が
集
ま
り
、遜
色
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
作
品
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ

て
来
て
い
て
、
故
郷
の
現
状
が
伝
わ
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
作
品
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

❖ 

青
柳 

健
二
〔 

写
真
家 

〕

	
 　

今
年
よ
り
昨
年
の
方
が
全
般
的
に
明
る
い
雰
囲
気
の
写
真
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
昨
年
は
「
復
興
」「
未
来
」「
希
望
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
忖
度
」
し
て
し
ま
っ
た
の
か
（
応
募
者
も
審
査
員
も
）、
祭
り
と
か
景
観
の
や
た
ら
明
る
い
写
真
が
多
く
な
っ
た

感
は
否
め
な
い
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
今
年
は
む
し
ろ
落
ち
着
い
て
き
た
印
象
だ
。
日
常
を
た
ん
た
ん
と
切
り
取
る
と
い
う
意
味
で
は
、

コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
少
し
成
熟
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
被
写
体
の
絞
り
込
み
は
、
意
識
を
も
っ
て
撮
影
し
て
い
る
応
募
者
が
多

く
な
っ
た
せ
い
か
、
写
真
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
も
審
査
員
一
同
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
だ
っ
た
。

❖ 

結
城 

登
美
雄
〔 

民
俗
研
究
家
／
東
北
お
遍
路
創
生
委
員 
〕

	
 　

今
回
の
応
募
作
品
か
ら
は
、
7
年
経
っ
た
被
災
地
の
今
の
視
点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
農
・
漁
業
の
復
活
が
ど
の
人
の
目
に
も
見
え
て

き
て
、
被
災
地
に
よ
う
や
く
生
業
が
復
活
し
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
里
に
芸
能
が
彩
り
を
添
え
、
石
碑
に
も
心
が
向
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
「
今
の
祈
り
の
形
」
が
切
り
取
ら
れ
て
い
て
、
遺
族
や
近
親
者
の
思
い
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
瞬
間
の
心
を
コ
メ
ン
ト
と
し
て
聞
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。

【 

齋
藤 

】

震
災
以
来
、
6
年
を
経
て
し
ま
っ
た
現
在
で
も
、
未
だ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
、

こ
こ
に
暮
ら
し
た
方
々
を
想
う
と
、
胸
が
痛
み
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
画

面
の
青
空
は
そ
れ
を
払
い
除
け
て
し
ま
う
感
じ
も
致
し
ま
す
。
作
品
と
し
て
の
ま

と
ま
り
が
大
変
よ
く
、
何
か
心
に
響
く
感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
。

【 

青
柳 

】

一
見
す
る
と
、
震
災
直
後
の
写
真
か
な
と
思
わ
れ
る
荒
れ
た
土
地
の
写
真
な
の
だ

が
、
実
は
、
こ
れ
は
福
島
県
浪
江
町
請
戸
漁
港
近
く
で
今
年
２
月
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
と
聞
く
と
、
突
然
心
が
ざ
わ
つ
き
始
め
る
。
６
年
経
っ
て
も
、
こ
ん
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
し

か
も
供
え
ら
れ
た
花
は
枯
れ
て
い
て
、
こ
こ
が
頻
繁
に
訪
ね
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を

も
物
語
る
。
被
災
地
の
現
実
を
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
撮
影
し
た
作
品
だ
が
、
写
真
を

撮
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
場
に
自
分
が
実
際
に
行
く
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
も
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
巡
礼
地
を
自
分
の
足
で
め
ぐ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
思
い
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

柏
舘 

健

『
復
興
願
い
て
』　 

福
島
県
浪
江
町
請
戸
漁
港
付
近

最
優
秀
賞
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東
北
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遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回

【 

齋
藤 

】

　

こ
の
人
は
何
を
祈
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

神
前
に
お
い
て
祈
る
こ
の
人
物
の
雰
囲
気
を
画

面
上
に
非
常
に
う
ま
く
活
か
し
、
と
て
も
整
っ

た
画
面
作
り
を
し
た
も
の
と
感
心
致
し
ま
し
た
。

【 

青
柳 

】

　

青
年
は
地
元
の
被
災
者
な
の
か
、
他
所
か

ら
来
た
旅
人
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

青
年
が
指
先
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
脇
に
添
え
た

手
の
様
子
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
の
「
祈
り
」
は
強

烈
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
犠
牲

者
が
早
く
身
内
の
元
へ
帰
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
想
像
も
し
て
し
ま

う
。
そ
れ
は
写
真
が
持
っ
て
い
る
物
語
性
だ
。

客
観
的
な
状
況
を
、
個
人
的
な
物
語
へ
と
い
ざ

な
う
写
真
の
す
ば
ら
し
さ
は
こ
こ
に
も
あ
る
。

ど
れ
だ
け
想
像
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
、
物
語

を
生
み
出
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
画

面
全
体
が
黒
く
締
ま
っ
て
い
て
緊
張
感
を
与
え
、

「
祈
り
」
の
凛
と
し
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

【 

齋
藤 

】

　

光
の
扱
い
が
良
く
、
右
側
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
そ
れ
に
対
し
て
左
側
の
連
凧
の
上
が
り
具
合

が
と
て
も
良
く
、
全
体
が
開
け
て
い
る
感
じ
が

し
て
、
気
持
ち
の
良
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

【 

青
柳 

】

　

岩
井
崎
の
海
岸
は
風
が
強
く
波
が
怖
く
感

じ
る
ほ
ど
だ
。
津
波
に
も
耐
え
、
波
風
に
立

ち
向
か
う
よ
う
に
龍
の
松
が
立
っ
て
い
る
。
こ

の
力
強
さ
は
被
災
者
を
勇
気
づ
け
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
行
っ
て
み
る
と
わ
か
る
が
、
意
外
と

龍
の
姿
に
見
え
る
角
度
は
決
ま
っ
て
い
て
、
ど

こ
か
ら
で
も
龍
に
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
龍
の
姿
が
わ
か
ら
な
い
と
、「
龍

神
と
龍
凧
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味
も
わ
か

ら
な
く
な
る
の
で
、
龍
に
見
え
る
ア
ン
グ
ル
は

重
要
だ
。
作
者
は
、
ち
ゃ
ん
と
髭
が
な
び
い
た

龍
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
面
白
い
と
思

う
の
は
、
天
に
伸
び
て
い
く
凧
が
右
側
の
龍
の

尾
に
も
見
え
て
、
ふ
た
つ
が
一
体
に
な
っ
て
い

る
点
だ
。

【 

齋
藤 

】

　

真
正
面
か
ら
撮
っ
た
神
輿
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

が
良
く
、
女
性
た
ち
の
笑
顔
も
と
て
も
良
い
。

明
る
い
明
る
い
感
じ
の
祭
り
。
復
興
し
つ
つ
あ

る
街
を
象
徴
し
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

【 

青
柳 

】

　

塩
竈
み
な
と
祭
で
の
、
万
灯
み
こ
し
の
急
勾

配
階
段
上
り
の
シ
ー
ン
だ
ろ
う
か
。
担
ぎ
上
げ

る
の
は
大
変
だ
が
こ
こ
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
も
あ

る
。
技
術
的
に
も
し
っ
か
り
し
た
写
真
で
、
望

遠
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
主
題
を
浮
き
上
が
ら
せ
、

若
干
、
下
の
方
の
観
客
た
ち
も
見
え
て
い
る
。

み
こ
し
と
観
客
を
す
べ
て
入
れ
、
少
し
引
い
た

写
真
に
な
っ
て
い
た
ら
、
説
明
的
に
な
っ
て
し

ま
い
、
こ
こ
ま
で
の
迫
力
は
半
減
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
女
性
た
ち
の
表
情
が
よ
く
わ
か
る
切

り
取
っ
た
ア
ン
グ
ル
は
、
か
え
っ
て
祭
り
の
盛

り
上
が
り
と
熱
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
画

面
構
成
も
、
上
が
赤
、
下
が
白
の
対
比
が
印

象
に
残
る
。

小
檜
山 
裕
行

『
祈
り
』　

宮
城
・
岩
沼

大
岸 

泰

『
龍
神
と
龍
凧
』　

宮
城
・
気
仙
沼

相
沢 

開

『
華
の
万
灯
・
朱
雀
連
』　

宮
城
・
塩
釜

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞
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路
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コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回

佳
　
作

渡
邊 

興
次
　

『
平
和
を
願
っ
て
』

宮
城
・
東
松
島

中
村 

輝
一
　

『
釣
石
神
社
の
奇
跡
』

宮
城
・
石
巻

鈴
木 

久
雄
　

『
流
転
』

宮
城
・
山
元

村
上 

哲
夫
　

『
魚
食
べ
て
け
ろ
!!
』

福
島
・
新
地

庭
野 

陽
子
　

『
鎮
魂
の
水
供
養
』

福
島
・
い
わ
き

庄
子 

源
六
　

『
雄
勝
法
印
神
楽
』

宮
城
・
仙
台

門
林 

泰
志
郎
　

『
中
作
ふ
た
り
の
吊
る
し
雛
ま

つ
り
』
福
島
・
小
名
浜

佐
々
木
均
　

『
甦
っ
た
田
ん
ぼ
』

宮
城
・
東
松
島

高
橋 

こ
う
け
ん
　

『
防
潮
柵
の
中
を
復
旧
し
た
お

み
こ
し
が
…
』
宮
城
・
山
元

佐
藤 

賢

『
お
い
し
い
よ
ー
!
』

宮
城
・
女
川

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
当
選
者
発
表

【 

最
優
秀
賞 

】

仙
台
牛
ギ
フ
ト
券
3
万
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
柏
舘 

健 

様

●   

俳
句
の
部

　
近
藤 

愛 

様

【 

優
秀
賞 

】

南
三
陸
町
山
内
鮮
魚
店
の
旬
の
も
の
1
万
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
小
檜
山 

裕
行 

様
／
大
岸 

泰 

様
／
相
沢 

開 

様

●   

俳
句
の
部

　
高
村 

龍
彦 

様
／
鈴
木 

睦
子 

様
／
半
田 

真
理 

様

【 

佳
作 

】

会
津
ご
自
慢
の
詰
め
合
わ
せ
　
5
0
0
0
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
庄
子 

源
六 

様
／
渡
邊 

興
次 

様
／
門
林 

泰
志
郎 

様
／
中
村 

輝
一 

様

　
佐
々
木 

均 

様
／
鈴
木 

久
雄 

様
／
高
橋 

こ
う
け
ん 

様
／
村
上 

哲
夫 

様

　
佐
藤 

賢 

様
／
庭
野 

陽
子 

様

●   

俳
句
の
部

　
梅
田 

昌
孝 

様
／
木
村 

燿
子 

様
／
関
口 

芳
男 

様
／
佐
藤 

雅
子 

様

　
荒 

大
和 

様
／
佐
野 

享
保 

様
／
曽
根 

新
五
郎 

様
／
渡
部 

健 

様

　
合
田 

マ
サ
ル 

様
／
宮
沢 

歌
子 

様

【
入
選
】

東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
村
上 

淳 

様
／
矢
部 

珠
美 

様
／
吉
田 

宏 

様
／
大
森 

文
暁 

様
／
高
橋 

成
尚 
様

　
山
口 

恒
弥 

様
／
大
橋 

政
博 

様
／
西
條 

き
み
子 

様
／
小
林 

赳
直 

様

　
後
藤 

博 

様
／
礒
崎 

孝
男 

様
／
川
村 

裕
信 

様
／
山
本 

正
彦 

様
／
佐
藤 

裕 

様

　
大
谷 

真
宏 

様
／
佐
藤 

義
博 

様
／
佐
藤 

昭
夫 

様
／
丹
野 

寛
志 

様

　
鹿
糠 

清
次 

様
／
佐
藤 

笑
美
子 

様
／
阿
部 

豊 

様
／
藤
島 

純
七 

様

　
守
屋 

正
安 

様
／
桑
原 

秀
美 

様
／
鈴
木 

昌
典 

様
／
清
水 

克
己 

様

　
宮
崎 

遼 

様
／
カ
マ
タ
ニ 

ヒ
サ
ト 

様
／
原
田
雅
博 

様
／
村
上 

正
嗣 

様

●   

俳
句
の
部

　
堀
川 

卓
郎 

様
／
海
老
沢 

法
導 

様
／
大
信
田 

宏
子 

様
／
半
田 

真
理 

様

　
田
代 

フ
サ
エ 

様
／
齋
藤 

伸
光 

様
／
松
原 

美
幸 

様
／
中
島 

理
子 

様

　
阿
部 

ゆ
き
子 

様
／
新
妻 

徳
善 

様
／
山
崎 

有
姫 

様
／
松
本
利
幸 

様

　
桑
原 

秀
美 

様
／
菅
谷 

英
美 

様
／
竹
内 

生
子 

様
／
及
川 

和
山 

様

　
林 

美
佐
子 

様
／
二
階
堂 

光
江 

様
／
佐
野 

享
保 

様
／
村
田 

加
寿
子 

様

　
太
田 

す
な
ほ 

様
／
松
下 

洋
介 

様
／
石
橋 

い
ろ
り 

様
／
厨 

恵
子 

様

　
迪
方 

温
峇 

様
／
久
保
田 

聡 

様
／
小
笠
原 

聖
子 

様
／
池
添 

怜
子 

様

　
櫻
井 

亜
海 

様
／
川
崎 

喜
久
江 

様
／
八
島 

敏 

様
／
佐
藤 

香
澄 

様
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